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承前
Ⅲ「Ｙ日記」から見た日系農業小生産者の生産と
生活の様態（続）
〈5）全費目についての分類，整理の結果
前記の費目分類')にしたがって「Ｙ日記」を整理して表にした。（第３表）
ただし，「Ｙ日記」の第１冊は，農産物の生産量，売り上げ，カマラーダヘ
の賃金の支払いなどが，断片的に記録されているに過ぎないため，統計的に整
理して生産や生活の様態を知る資料とはなりにくい。したがって，この表は，
第１冊を除き，第２冊から第４冊までを用いて，1945年（昭和20年）１月か
ら1955年（昭和30年）１２月での11年間について整理したものである。
その中で，昭和2３（1948）年は，７月の後半から８月の記録に欠落が多く，
不完全で,全体に数値が低くなっているのは，そのためである。昭和23年には，
土地を購入しているが，別会計になっている。昭和25年～27年には，多額の日
本への送金が行われているので，数値がいくぶん高い。また，昭和3０（1955）
年には，７月25日から８月17日まで，家族でサンパウロ市に旅行をしているの
で，その間の細かい費目別の記録が不完全であるが，また特別な支出も増えて
いる。
全体としてふると，昭和20～24年の間は，生産費支出と生活費支出とが，ほ
ぼ同額であるが，昭和25年以降は家計の伸びが著しく，生産費支出と生活費支
出との比率は，１：２ないしそれ以上になっている。これは，収益の増大によ
る家計の豊かさの増大と考えて良いであろう。日本への送金も，サンパウロ市
への家族旅行も，その結果である。
第４冊目の日記の最後には，
「昭和参拾年度預金残り金額（差引金額）
－，金六拾五コントクルゼイロス七百四十三ミルレイスなり。
プルデソテ市ブラタク銀行預付け金」
と明記し，この記録を終えている。
プラタク銀行とは，戦前，日本政府のてこ入れで創設された移植民会社「ブ
ラジル拓殖組合」の金融部門が戦後独立したものであり，現在の「南米銀行
BancoAm6ricadoSul」の前身である。この預金残高は，当時のＹ家の農
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業の経常経費１年分を優に超えるものであり，当時の為替換算によれば，日本
円にして約654,920円に当たる。これは，当時の日本の官吏の初任給,約12,500
円に対して，その52か月分に相当した。経営の順調さが目に見えるようであ
る。
ただし，ここで注目すべきことは，この日記の記録の大福帳的性格である。
土地購入費関係の記録が，別途特別会計になっているとしても，この会計記録
は，家計と経営が未分離な状況を示している。そして，この状況は，小商品生
産農家ないしペケーナ・プロプリエダージの特徴といえるものであろう。
１）西川大二郎「『Ｙ日記』から見たサンパウロ州の日系農業小生産者の生産と生活」
(1)『法政大学教養部紀要』第79号，１－２１ページ，1991年
（６）農業生産について
①農業支出の全体の傾向
「Ｙ日記」の費目を整理して農業生産支出だけを選び出し，それを大きく，
労働賃金支出と生産材支出と土地費用支出とに分け，1945年（昭和20年）～
1955年（昭和30年）を年別に整理して第４表に示した。（第４表）
土地費用支出については，1951年を除いてほとんど記入されていない。これ
第４表Ｙの労働賃金と生産資材費の年別支出とその割合
（単位：ミルレイス，（）は％）
労働賃金｜生産資材費｜土地費用｜合計
昭和20(1945)年
昭和21(1946)年
昭和22(1947)年
昭和230948)年
昭和240949)年
昭和25(1950)年
昭和26(1951)年
昭和27(1952)年
昭和28(1953)年
昭和29(1954)年
昭和30(195の年
合計
17,495(84.1） 
10,326(79.6） 
17,039(90.2） 
9,516(96.2） 
11,742(45.2） 
6,009(53.4） 
11,849(44.8） 
13,218(41.2） 
8,466(61.9） 
13,920(20.8） 
10,190(43.1） 
129,770(49.4） 
3,305(15.9） 
2,643(20.4） 
1,852（9.8） 
373（3.8） 
14,250(54.8） 
5,235(46.6） 
12,605(47.6） 
18,881(58.8） 
5,220(38.1） 
52,965(79.2） 
13,472(56.9） 
130,801(49.8） 
20,800(100.0） 
12,969(100.0） 
18,891(100.0） 
9,889(100.の
25,992(100.0） 
11,244(100.0） 
26,464(100.の
32,099(100.0） 
13,686(100.0） 
66,885(100.0） 
23,662(100.0） 
262,581(100.0） 
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資料８「Ｙ日記」（昭和20～30年）より算出。
註：通貨の単位は，1949年から，ミルレイスが等価でクルゼイロに名称変更。
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<土，土地費用支出がないということではない。土地費用支出については，１９３５
年（昭和10年）と1948年（昭和23年）に行われた土地購入及び売買の記録が，
「Ｙ日記」の第一冊目に，断片的に次のように別記されている。
[1935年（昭和10年）６月20日土地購入の件］
1935年（昭和10年）６月20日土地購入の件につきＳＹ氏（註：日系人）
より借入金
現金金３コント８００ミルレイス也
２コント５００ミルレイス也
合計６コント３００ミルレイスＵＬ
対する利息は月歩金１ミルレイスに付き１歩５厘
昭和10年６月より同12年７月まで満２ケ年間
計算利息
満２ケ年間一金２コント230ミル500レイス也
昭和12年７月４日利子支払い相済み
1937年（昭和12年）７月４日利子支払いの部
現金一金３コント８００ミルレイス
（１ケ月５７ミル２ケ年１コント３６８ミル）
－金２コント５００ミルレイス
（１ケ月37ミル２ケ年８６２ミル５００レイス）
（利子〆一金２コント２３０ミル５００レイス）
1937年（昭和12年）７月24日借用金
現金昭和13年７月20日まで１ケ年間
一金７コント４３４ミル５００レイス也
借用ＳＹ殿（註：前出）
1937年（昭和12年）７月10日
一金２コソトミルレイス也借用金ＳＩ（註：日系人）
昭和13年５月10日までとす
－，利息１０ケ月に一金280ミルレイス也
（利息１ミルにつき１歩５厘）
支払いＳＩ氏（註：前出）に
内，－金１コソトミルレイスは同年５月13日に相渡し
残り－金１コソトミルレイスは利子280ミルレイス也
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一昨年残り一金２０ミルレイス也
合計一金１．ソトミルレイスと３００レイス也支入金
残り現金１コント３００ミルレイスは，５月22日全部支払い終り
1937年（昭和12年）８月10日
一金１コソトミルレイス也Ｈａ保証人（註：日系人）
昭和12年８月10日より，同13年８月10日限り期限
利息１ケ年一金１２０ミルレイス也６月４日支払い
借用延期
昭和13年８月10日より，昭和14年８月10日迄，利息１ミルに付き１
歩とする
[1948年（昭和23年）５月28日土地売渡しの件］
1948年（昭和23年）５月28日土地売買
アニューマス土地売買の件売渡し名アピイロ
全部土地面積１８アルケル半レスアルケル
売渡代金４５コント千レス也（註；ミルレイスのこと。以下同）
契約金として５月29日手付金金５コント千レス也自宅受取（
内５月31日にアニューマスの役所にて金15コント千レス也アベイロより
受取
残り金25コント千レス也
全部土地売買代金伯金にて金45コント千レス也
Ｙ受取相手外人アピーロ
[1948年（昭和23年）５月31日土地購入の件］
1948年（昭和23年）５月31日土地購入
マンダワリママ外人の土地全部面積９アルケレス也
土地代金98コント千レス也
其の内契約金として，マンダワルカリトリオにて
手付け金１０コント千レス也外人に相
渡し
但しカリトリオの代書金５１千レス也
第１回目印紙代５０千レス也
第２回目同年６月29日土地主払込金５０コント千レス也外人に相
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渡し
印紙代475千レス
外にカルト領ﾏﾏ酒代として金５０千レス也相渡し
1949年（昭和24年）７月21日土地購入金支払い
マンダグアリ土地購入登籍料土地面積９アルケイレス
購入金額９５コソトミルレイス也
前金６０コソトミルレイス也昭和23年８月５日払
残り金３５．ソトミルレイス也７月21日全部支払い
金35．ソトミルレイス也残り金額支払い
金３コント８００ミルレイス也利子一か年分
金38コント８００ミルレイス也外人（イスパニョル）に相渡
支払い済
金３コント９７３ミルレイス也登記料
金２００ミルレイス也ＨＤ事務所(註：日系事務所）
手数料７月21日木曜日現金全
部支払い
合計金102コント873ミルレイス也（註：計算上は102コント973ミ
ルレイス）
別入金後，マソダグアリ土地購入代金外（デフラソサ金）
金２コント０８０ミルレイス也土地役所支払い
昭和24年10月25日ＨＤ事務所（註：前出）支払い
（註：以上，読やすくするために，一部順序を入れ替えた）
1935年（昭和１０年）は，借地農から新たにアニューマス（Ｐ、プルデソテ市
南郊）の土地を購入して自作農化した時のものである。1948年（昭和23年）
は，それまでのアニューマスの土地をスペイン系のアピーロ氏に売り，それを
－部の資金に当てながらマソダグアリの土地を購入した時のものである。
このように，「Ｙ日記」が如何に大福帳的な記録であっても，生産物売り上
げのメモ的記録と，経常支出以外の大口支出については，やはり，特別会計と
して記録を分離している。これは単に大口支出であるというよりも，このよう
な費目が現れるということが，家計と経営の分離の原初的形態と見ることもで
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きよう。
この資料によれば，土地脳入に当たっての資金源は，1935年の場合は日系の
小商人資本である。1948年の場合は，旧土地の売却金と自己資金である。ただ
し，土地売買，登記事務所は日系人経営のものを利用している。一般的に「ブ
ラジルでは，伝統的企業家は，個人的に孜女として働き，金を貯め，投機的活
動に不信の念を持ち，他人から金を借りない」そして「このような行動型は特
に移民に典型的に見られる」という。しかし，「彼らも他者から新しい技術を
手に入れると，資金を他者から借り入れ近代的事業家に変質し始める')｣。し
かしながら，その場合，初めは十分な信用もなく，移民の場合は言語的制約も
働き，銀行のような公的機関からの資金源を確保できるわけではない。借地艇
から自作農への過程で，日系集団社会内に，資金を求めるのは普通のことであ
った。自作農化した後に，より有利な経営に転じようとする時，土地売買など
の手続きなどの便益は日系事務所に負っているが，資金の調達は，完全に計画
的な自己資金によっている点は注目してよい。
1935年の場合の金利は，月に１．５％の単利であり，1948年の場合の延べ払い
金の年利率は10.86％と計算される。これは銀行のような公的な短期の営農資
金などと比べて高いものではない。綿花の生産に関わってアンダーソンクレイ
トソのような綿花会社から，生産費の前貸しを受けたにも拘らず，契約を破棄
して生産物を他に転売した場合の罰金としての資金に対する利率は，月10パー
セントである2)から，資金の性格が異なっていることを考慮しても安いとさえ
いえよう。
②労働賃金と賓材露の変化と経営形態
次に，第４表の中で労働賃金支出と生産資材費支出に注目する。
年ごとの支出合計は年によってばらつきがあるが，大体１万～３万クルゼイ
ロで推移している。1948年（昭和23年）は，前述のように記録の欠落があるの
で例外とする。このばらつきの大きな原因は生産資材費のばらつきにある。
1954年（昭和29年）は例外的に資材饗が突出しているが，これは，前年の資材
費の支払いが年を越して支払われたことと，この年に外人の仲買商から臨時に
肥料31,500クルゼイロを購入しているためである。労賃部門の絶対額は１万ク
ルゼイロ台でほとんど変わらない。
労働賃金部門と生産資材費部門との割合は，１１年間を通して承れば，ほぼ
１８１である。しかし，これを年の推移の中で見ると，1948年（昭和23年）ま
では支出の大部分は労賃部門であり資材費部門が少なく，1949年（昭和24年）
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からは資材費部門が急速に増大する。その前年の1948年（昭和23年）は，新し
い土地に移動した年である。新しい土地の購入とそこへの移動は，それまでの
綿花栽培に偏重した土地収奪的な農業経営の行きづまりの結果ともいえる。し
たがって，この部門間の比率の変化は，それまでの綿花の単作型から新しい土
地でのバタータ（馬鈴薯）＋アメソドイン（落花生）という新しい複合経営形
態への転換が行われたことの反映である。新しいバタータ栽培にあっては，多
肥型の生産形態が要求されるが，それにアメンドイソを加えることによって，
土地利用の高度化と労働の年間の平均化がなされ，経営の安定が得られること
になった3〕。
Ｙ氏の農地は９アルケイレ（約22ｈａ.）で，耕起とバタータ，アメンドイン
の収穫の際の掘り起こしには，動力として畜力（馬）を用いる。「ミネのムラ」
では，農業経営者の約半数の16家族にトラクターの導入が進んでいるが，Ｙ家
にはない。９～10アルケイレ以上にトラクター所有者が多い点からすれば，経
営農地９アルケイレのＹ家は丁度その下限に当たる。しかし，まだ賃労働力の
確保は容易であり，労働賃金の年間総額も１万クルゼイロ＋ａ（＝昭和25年当
時の日本円で10万円＋のでは，価格がその十倍にも当たるトラクターを導入
することは，この段階では不合理的といえよう。特にパタータの収穫の際の選
別と袋詰め，アメソドインの脱殻には依然として手労働に頼らねばならない。
当面の技術の段階では，経営規模の拡大が機械化の条件といえる。
③労働力の季節変化
「ミネのムラ」における主要な作付け形態からすると，農業労働の繁忙期
は，耕土，播種，防虫，防除のほか，下に示すような綿，パタータ，アメンド
インの収穫期である。
綿の収穫期（１～３番手）
パタータの収穫期
アメソドイソの収穫期
３～４～５～６月
(セッカ）５～６～７月。
（セッカ）７月。
(アグア）１１～12月
（アグア）１２～１月
収穫は手労働部門が多く，賃労働に依存する率が高い。「Ｙ日記」に記載さ
れた賃金の支払い状況を整理すると，第５表のようになる。（第５表）
この表からは労働力需要の季節変動を読朶取ることができる。さらにそのこ
とから，年次による経営形態の変化を見ることしできる。
まず1948年（昭和23年）までは綿作に集中していたことを示すように，綿摘
み労働に対する賃金として，２～６月の間に支払いが集中している。作付け形
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第５表Ｙ家の労働賃金支払い額月別比率（％）（1945～55年）
年’１９４５１１９４６１１９４７１１９４８１１９４９１１９５０１１９５１１１９５２１１９５３１１９５４１１９５５
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
ｍ
 
４
７
７
９
８
６
９
０
５
５
９
１
 
■
ｐ
■
●
●
■
□
●
●
●
■
●
 
７
０
６
１
６
５
８
１
０
２
６
１
 
１
１
１
 
１
１
 
、矩蛆關理釦鈑聴“ｗｗｗ一ｍ
１
 
８
１
２
２
３
８
９
５
０
７
５
０
 
□
●
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｂ
□
■
‐
０
 
７
７
１
９
４
５
８
８
３
７
４
２
 
１
 
１
 
１
 
６
７
７
４
９
８
７
 
０
●
０
●
●
●
●
 
２
４
８
７
７
５
９
 
１
１
１
１
 
３
８
４
９
６
５
２
４
 
⑪
●
□
■
■
●
●
●
 
０
３
４
８
２
７
８
２
 
１
２
１
２
 
７
１
８
７
９
０
 
●
Ｄ
Ｃ
●
□
０
 
６
５
８
０
９
２
 
１
１
２
２
 
４
１
２
３
３
４
３
 
●
●
■
ｃ
●
■
■
 
９
３
１
８
１
２
３
 
２
１
 
２
 
３
８
０
１
６
５
１
７
４
 
●
●
●
■
■
●
●
■
●
 
０
６
５
６
３
２
２
３
１
 
４
１
 
１
 
13.2 
22.4 
５．５ 
19.5 
3.3 
33.8 
23.6 
15.6 
４
４
９
１
５
５
０
３
 
■
□
０
●
。
●
●
●
３
０
１
３
７
８
４
１
 
２
５
 
５
９
８
６
８
５
８
 
●
●
ら
■
●
●
●
１
４
９
８
０
１
１
 
１
１
 
１
 
4.2 6.9 
2.7 
3.8 
1.7 
7.7 
1.9 18万|：；
計 100 １００１１００１１００１１００１１００１１００１１００１１００１１００ 
資料：「Ｙ日記」より算出。
態がバタータとアメンドインに移るにしたがって，労働のピークは４～６月と
12～１月に現れるようになる。特に1949～1953年はセッカのバタータで勝)負
し，1954年以降は，アグアのアメソドインに集中したことを，この表は明らか
に示している。
④労働力の雇用形態
「Ｙ日記」の記載によれば，賃労働者は二通りある。一つはくハメイア＞で
あり,一つはくカマラーダ＞である。ハメイアは正確にはくアメイアameia＞
という生産物折半の請負制で，いわゆる分益農であり，ブラジルではメイエイ
ロmeieiroとよぶ。カマラーダは日雇い賃銀労働者である。
ハメイアと記録されている者は，プルデンテ市南郊の農地に居住していた
1948年までは，パリシード，ゼイト，ビンセントの３名である。この３名は，
Ｙ氏の農地の一部で分益契約で綿を作ると同時に，綿の収穫期に綿摘み労働を
出来高払いで行なっている。一人当たりの１回の支払い額は５００クルゼイロに
も及び，概して高額である。また1947年には，ゼイトの子が病気ということで
500クルゼイロずつ３回にわたって前渡しの形で支払いが行われている。これ
は，Ｙ氏のハメイア・ゼイトに対する信用が厚いことを示すとともに，Ｙ氏と
ハメイアとの間には雇用関係を補強する温情関係が存在していることを示唆し
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ている。
カマラーダと記録されている者の数は多い。カマラーダは，たいてい「外人
カマラーダ」と記載されている。ジョーン，イザイ兄，イザイ弟，シルパ，ゼ
ラド，リゼ，リゼの弟，パショソ，アントニュ，オリソピオ，シレリーのほ
か，ピリグイノ（サソパウロル|ノロエステ線ピリグイ生まれの意)，バイヤノ
（ブラジルの北東部のバイヤ地方生まれの人の呼称)，ベイヤの兄，バイヤの
弟といった記載や，外人黒，外人アレマン（ドイツ系という意）といったが見
られる。カマラーダの作業は，綿摘象が多く，また除草作業も多い。一人当た
りの１回の支払い額の単価は小さく，５０クルゼイロ程度のものが多く，１０とか
20クルゼイロといったものまでがある。出来高払いで少量の収穫しか行わない
ものまでを含んでいる。名前の代わりに生まれによって名を呼んでいるのは，
土地に定着性の弱い農村移動労働者に対して性交にして用いられるやり方であ
る。カマラーダは一般に臨時雇い的性格が強いが，名前も記されないものはよ
り臨時雇い的性格が強いといえる。
現在地に移転した1989年から1952年ころまでは，ハメイヤとしてはフランシ
スコ１名が記載されていた。1955年にはリウゼ１名に固定される。現在地移転
後も綿作も一部行っていたので，綿摘永作業のためと，除草作業のために多く
のカマラーダを雇い入れている。1954年からはアメソドイソの脱殻作業がカマ
ヲーダの主要な仕事となる。日雇い賃労働は，周辺の農場のメイニイロによっ
てまかなわれる場合が多い。記載に，上外人ハメイヤ，下外人ハメイヤとある
のは，近隣のメイエイロのことである。カマラーダの割合は少なくなってい
る。この地点は，主要街道沿いの地域なので，流動的農村移動労働を比較的入
手しやすい。ただし，アントニオ，ジョン，リュゼ，マノエのほかは，あまりに
流動性が強いためか，記載には名前は記せられず,外人若,外人爺,外人女,外
人黒,外人爺黒，外人若黒といった,外見からする区別的記載が主輩見られる。
１）Ｊ＠Ａ・Ｋａｈｌ“ThreeLatinAmericanSociologists”TransactionBooks,New
Brunswick，1988,ｐ、１４８．
２）西川大二郎「サンパウロ州内陸フロンティアにおける農業農業小生産者の成立過
程」『法政大学教養部紀要』第75号，６７ページ，1990年
３）上掲，1990年，70-71ページ。
（７）家計支出について
第３表のうち，生活費の部分を取り出して，その年次別構成比を算出したの
が第６表である。（第６表）
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この表を見て，まずいえることは，家計の規模の拡大である。1945～46年平
均と1954～55年平均とを比較すると，この10年間で，家計の規模は約4.5倍に
拡大した。この間の物価の変動を，パンの価格で見ると約３倍，煙草の価格で
見ると約４倍であるから,〆生活費の規模は，それを幾分上回ったといえる。
①食生活関係について
食料費に関してゑると，それが家計の中で占める割合は約30パーセント前後
でほとんど変化がない。つまり，家計の規模が拡大しただけ，その量と内容が
良くなったことを意味しているといえる。
食生活の内容についてここに詳しく触れることは難しいが，「Ｙ日記」の一
部から，主要食品の消費量を抽出して，第７表を作成した。（第７表）
第７表Ｙ家の主要食品品目別消費戯（昭和20～30年）
辮羽ｻﾞ|電誉肉》｜錘雅鈍矼舶、躯 ３２
 
●
●
 
鯛riia￣麦粉（俵）
i, 
白米
（俵）
２ 
，ｉ 
ｌ７ 
２０ 
２５ 
２０ 
》函一繩年
昭和20年
昭和22年
昭和24年
昭和25年
昭和27年
昭和29年
昭和30年
2２ 
４
７
２
 
１
 
７
７
３
７
３
４
 
３
２
４
４
４
 
2２ ９
４
３
７
５
 
１
１
 
４
 
３ ５
１
１
 
８
０
２
 
２
３
２
 
９ 
資料：「Ｙ日記」より作成。
この表の示すところを見ると，1949年（昭和24年）の前と後では，パンと麦
粉とマカロニの消費が減少し，白米と餅米と素麺の消費が増大している。これ
は経済的な豊かさによるものなのか，経済的に豊かになることによって日本的
食生活に対する潜在的欲求が顕在化したためなのか，移転した土地が大都市プ
ルデンテ市により近接し，日本的食料の入手がより容易になったためなのか，
多分そのいずれもが原因と考えられる。肉に関しては，鶏肉から牛肉へ，そし
て量の増大が見られる。これらのことは，食文化の適応の過程では，経済的条
件，文化への空間的アクセスピリティが満たされると，肉を捨てないという合
理性をもちながらも，食文化の先祖帰りは，容易に実現されることを示してい
るという点で興味あることである。
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②保健，医療関係について
保健・医療関係費用は保健饗として分類した。その内容は，薬代，病院での
医療費，按摩，灸，理髪代を含めた。
保健費の支出は変動の波が大きい。1946～49年の３年間は特に支出が大き
く，1948年にいたっては，総支出の36パーセントを占め，それは全食費を凌親
している。当時のブラジルでは，日常薬といえば，胃腸薬としてはカルピズ
マ，風邪薬としてはアスピリナといわれるように，Ｙ家でもその支出は頻繁で
ある。単価は前者で12クルゼイロ，後者で５または10クルゼイロと安価なもの
で，たいていの町の薬局にあり，バイエル社のアスピリナといえば場合によっ
ては田舎のパールにさえ置かれている。これが家計を圧迫するわけではない。
Ｙ家は1948年まではアニューマスに居住していた。家長の父母は移住後長い開
拓地生活が十数年に及び，年齢も60歳に近づいた。この頃，家長の母と妻と次
女に風邪ぎゑの病気が多く，病院に通うようになった。病院での手当ては，も
し単なる風邪で体力が衰えている場合にビタミンの注射をする程度の治療をし
ても，たちまち500～750クルゼイロ程度の支出となる。その上，これは保健費
に入れていないが，車代としての交通費がかかる。病気の家計に対する圧力は
保険制度が整った社会では考えられないほどであることを，この資料は示して
いる。また，彼らが少しでも余裕があれば，日常の家族の食費はきりつめない
という家族型移民の態度に影響を与えている。
③文化的，社会的支出について
この関係の支出は，分類の判定が大変難しい。
娯楽費には，映画（シネマ)，釣り，サーカス（シルコ）見物といった個人
の娯楽に限った。交際費は，友人知人の見舞い，家の交際費，その際の土産
代，賎別等である。日本人会や学校へ寄付金，寺への寄付ないしお布施などは
寄付の中に入れた。
娯楽費，交際費の弁別が難しい上，寄付金，慶事費，場合によっては法事費
でさえ，娯楽，交際的色彩を帯びる。明らかに，慶事，法事と思えるものは別
に分類した。娯楽費，交際賀を合わせると家計の大体10数パーセントに達し，
年と共に増える傾向を持っている。それは，経済的な余裕と共に，年齢的な交
際の幅と質の変化，例えば知人友人の病気見舞いが増えたといったことの結果
でもあると考えられる。
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